
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虐待について 

皆さんは「虐待」と聞くとどのようなイメージをお持ちですか？虐待が悪いことだとわかっていても、「しつけ」

と称しての暴力行為などもあり、痛ましい事件や事故がなかなか減ることがありません。今回は福祉ワードの枠

を拡大して、皆さんと一緒に考えていければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イレブンエクシード通信 5 月号 

経営理念 

～一人でも多くの幸せのために～ 

幸福は自分一人では感じにくいです。また、自分のためだけの幸福は本当の幸福とはいいにくい。誰かのために

仕事をすること、誰かのために役に立つこと、誰かのためにやったことで感謝される、周りに感謝をする。 

それこそが幸福と実感する。充足感を感じることができる。そんな社会を目指していきたいです。 

 

私達の目的 

仕事を通じて一人でも多くの人々に安全で安心した生活を提供し、 

喜びに満ち溢れた幸福な社会を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体的虐待 

 

教育虐待 

対象に身体的暴力を加える

こと。手足を縛ったり部屋に

閉じ込めるなどの身体拘束

や、外部との接触を遮断する

行為、食べ物などを無理やり

口に入れるなどの行為も身

体的虐待にあたります。 

 

 

性的虐待 

対象にセクハラをしたり、性

的暴力を加えること。こど

もに性的行為を見せる、性

器を触る又は触らせる、ポ

ルノグラフィの被写体にす

ることもあげられます。 

心理的虐待 

子供の意思に反して塾や習

い事漬けにすること。子供の

人生に割り込み、進路を勝手

に決めること。 

対象に心理的暴力を加える

こと（精神的苦痛を与える）。

高齢者を子供扱いして侮辱

したり、無視をしたり、意図

的に高齢者に恥をかかせ自

尊心を傷つける行為なども

心理的虐待に該当します。 

虐待（ぎゃくたい）とは？ 繰り返しあるいは習慣的に、暴力をふるったり、冷酷・冷淡な接し方をすること。 

家庭内や職場、高齢者や障がい者施設などで行われることが多いです。 

 

裏へ ▷▷▷ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

虐待は児童、高齢者、障がい者など、その対象も行為主も様々です。例えば、家庭では夫が妻を虐待する、父親

が子を虐待する、妻が夫を虐待する、母親が子を虐待する、夫婦で子を虐待するなどが起きています。 

 

虐待を受けているかもしれないと感じた人、もしかして虐待をしてしまっているかもしれないと感じた人もまた、

虐待の可能性のある言動を見聞きした人々は、ただちに連絡する必要があります。施設内や社内からの告発でも、

通報者に不利にならないように特定させる情報を漏らしてはならないという守秘義務があり、通報者に関わる情

報を厳重に管理されます。 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イレブンエクシード通信」は、弊社とお取引させてい

ただいた方に送付させていただいております。 

ご不要の場合は、恐れ入りますが、ご一報ください。 

 

対象に金銭を使わせない、無心する、奨学金を勝手に使う（成長した子供や高齢者に

多い）など。 

ネグレクト（養育放棄・無視）: 対象に必要な養育を提供しないこと。小学生ぐらいにな

るとお金だけ渡して家事をしないこともあてはまる。障がい者・高齢者介護において

必要な介護サービスの利用を妨げる、世話をしない等により、生活環境や身体的・精

神的状態を悪化させること 

 
経済虐待・ネグレクト 

児童虐待：「189」児童相談所虐待対応ダイヤル（近くの児童相談所につながります）  

匿名可能・通話無料・秘密厳守 

高齢者虐待窓口：市町村役所の窓口・地域包括センター 

障がい者虐待相談窓口：事業所所在地の市町村または都道府県の障害者虐待対応窓口 

 

➤ 通報先は以下の通りです 
あなたの 1本の電話で救われる命があるかもしれません。 

 

 

2011年 6月 17日には「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」 

が可決成立していますが、 

「障がい者の養護者に対する支援等」が法的理念としては重要になってきます。 

虐待をしてしまっている人の中には自分自身が追い込まれていたり、どう対応していい

かわからなかったりと孤立している人が目立ちます。家庭内の出来事や介護を行う人は 

とかく社会から孤立しがちです。 

もちろん虐待が疑われるときの通報は義務ですが、ただ相手を責めるのではなく、社会で一緒に 

虐待の無い世の中を目指していく姿勢が必要であるかと思います。皆さんも一度考えてみてくださいね。 

 

虐待かな？と分からない場合や気に

なることがあるようでしたらイレブ

ンカラーズでもお話をお伺いします。

☎052-526-7200 
こども家庭庁 文部科学省 虐待の基礎的理解 

 

 

 

 


